
Title 空戰法規序論 (二)
Sub Title
Author 前原, 光雄(Maehara, Mitsuo)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1933

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.12, No.3 (1933. 11) ,p.25- 47 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19331106-0025

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


空
戦
法
規
序
論

（
二
）

　ぼの

剛

原

光

雄

鱒
　
墜
麟
法
規
の
煮
義

昌
　
塞
駿
の
護
生
及
ぴ
綾
展

イ
、
世
界
大
畿
前

『
惟
界
大
磯

　
の
佛
・
白
に
封
す
る
纂
襲

　
②
　
英
國
に
饗
す
る
察
襲

　
③
　
伊
・
露
に
野
す
る
繋
襲

　
㈱
　
ド
イ
ツ
に
野
す
る
零
襲
（
以
上
前
號
）

（509｝

誠四目
崖
験
の
合
法
性
（
本
號
）

零
鵬
法
規
の
濁
立
盤

察
載
法
規
の
現
秋

　
　
三
　
空
戦
の
合
藩
性

聖
載
法
窺
序
論

二
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拠
呂
鶴
胱
始
隅
螺
刑
序
翰
凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
占
ハ

　
室
戦
は
陸
載
及
び
海
載
の
如
く
に
、
交
載
の
際
に
於
け
る
敵
國
攻
撃
の
回
串
段
ε
し
て
許
さ
る
べ
き
や
否
や
、
即

ち
室
載
は
陸
戦
及
ぴ
海
戦
の
如
く
、
國
際
法
上
認
め
ら
れ
た
る
害
敵
手
段
の
輔
で
あ
る
か
否
か
讐
問
題
で
あ
る
。
そ

れ
は
現
在
に
於
て
は
塗
載
が
明
示
的
に
國
際
法
上
合
法
な
交
載
方
法
ε
し
て
確
定
し
て
ぬ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し

國
際
法
上
塞
載
が
禁
止
せ
ら
れ
、
或
は
何
等
か
の
方
法
に
よ
つ
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
は
、
全
然
塞
戦

の
合
法
・
非
合
法
の
問
題
は
論
議
す
る
債
値
が
な
ψ
≧
ε
は
明
か
で
あ
つ
て
、
と
の
襟
な
揚
合
に
於
て
は
、
翠
に
、

道
徳
上
或
は
人
遣
的
見
地
等
よ
ウ
の
み
し
て
室
戦
の
性
質
が
論
ぜ
ら
れ
、
批
剣
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
合
法
性
の

問
題
ε
は
無
關
係
で
あ
る
。
察
戦
の
合
法
性
が
云
々
せ
ら
る
、
こ
ε
は
、
ε
ウ
竜
直
漆
ず
、
塞
載
法
規
の
未
確
立
．

未
確
定
を
前
提
ε
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
室
戦
が
果
し
て
交
戦
手
段
ξ
し
て
認
む
べ
き
も
の
な
む
や
否
や
に
關
し

て
は
、
既
k
世
界
大
戦
前
よ
ウ
論
雫
せ
ら
れ
て
ゐ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
繊
職
承
認
論
及
び
不
承
認
論
は
、
孤
う

法
理
的
根
擦
に
よ
つ
て
の
み
な
ら
ず
、
道
徳
的
叉
は
宗
教
的
或
は
人
遣
的
な
立
揚
か
ら
、
賛
否
の
論
は
實
に
匠
々
で

あ
る
。
以
下
に
於
て
、
私
は
こ
れ
等
の
主
張
を
一
瞥
し
．
少
な
く
ε
竜
國
際
法
の
現
状
に
於
て
は
、
室
戦
は
國
際
法

に
よ
つ
で
不
法
な
も
の
ε
し
て
否
定
せ
ら
れ
ず
、
從
つ
て
、
室
戦
は
交
載
手
段
の
一
ε
し
て
驕
獣
に
許
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
ε
を
明
か
に
し
よ
う
ε
思
ム
。

　
先
づ
室
載
が
認
め
ら
る
べ
き
や
否
や
に
闘
し
て
の
著
名
な
且
つ
歴
史
的
k
稽
々
古
い
も
の
ε
し
て
は
、
一
八
七
〇
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ー
七
U
年
の
普
佛
戦
孚
當
時
の
田
奈
事
を
學
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
當
時
に
於
て
、
既
に
佛
軍
が
氣
球
を
戦
孚
に

使
用
し
た
こ
ε
は
、
既
越
の
如
く
で
あ
る
が
、
ゼ
ス
マ
ル
ク
は
下
降
し
た
敵
の
氣
球
の
乗
組
員
は
ヒ
れ
を
問
牒
ゼ
し

て
塵
罰
せ
ん
ε
す
る
意
見
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
こ
ε
は
注
目
す
べ
き
事
賓
で
あ
る
。
若
し
航
塞
機
を
職
雫
k

使
用
す
る
こ
ご
が
合
法
で
あ
る
ピ
す
る
な
ら
ぱ
、
其
乗
組
員
を
問
牒
ε
し
て
露
罰
す
る
≧
ε
は
、
法
理
上
不
鴬
で
あ

る
ε
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
個
人
の
意
見
ξ
し
て
は
、
航
寒
機
を
交
載
に
使
用
す
る
≧
ε
は

不
法
な
る
交
職
手
段
で
あ
る
ビ
考
へ
て
ゐ
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
亦
フ
ラ
ン
ス
の
斯
く
の
如
き
交
載
方
法
を
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
も

武
士
道
的
行
爲
ε
観
て
の
反
戚
か
ら
生
じ
だ
彼
の
意
見
で
あ
る
か
も
知
れ
な
ψ
が
、
何
れ
に
せ
よ
彼
は
、
航
塞
機
の

使
用
を
適
法
覗
し
な
か
つ
た
こ
ビ
は
想
像
し
得
る
。
然
し
、
彼
が
か
く
の
如
き
意
見
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
一
八
七

四
年
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
に
於
け
る
職
孚
法
規
に
關
す
る
會
議
に
於
て
は
、
ド
イ
ッ
代
表
ヴ
ォ
ィ
ク
ツ
・
レ
ッ
ツ
將
軍
（
O
窪
。
－

養
一
～
＜
o
哩
・
。
・
困
・
o
欝
）
は
「
氣
球
の
乗
員
に
は
下
降
を
要
求
し
得
る
。
も
し
下
降
を
顎
縄
し
た
揚
合
k
は
射
撃
し
得

る
、
そ
し
て
若
し
彼
等
を
捕
へ
た
場
合
に
は
俘
虜
ε
な
る
の
で
あ
つ
て
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
．
彼
等
を
問
牒

ピ
は
考
へ
得
な
い
」
ε
述
べ
て
・
ビ
ス
マ
ル
ク
ε
は
反
封
の
意
思
を
、
ド
イ
ツ
國
家
の
意
思
ε
し
て
表
示
し
て
ゐ
る

最
）
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
鐵
は
「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
關
す
へ
響
グ
條
約
」
k
於
て
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
（
第
二
九

條
末
項
滲
照
）
。
≧
れ
は
航
室
機
の
使
用
を
全
面
的
に
問
題
ε
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
軍
に
其
乗
組
の
み
に
關
す

　
　
　
　
　
杢
載
法
規
序
論
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七
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空
験
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

る
も
の
で
あ
る
が
、
其
反
面
k
於
て
は
、
こ
れ
等
の
意
見
は
何
れ
も
、
航
盤
機
の
使
珊
を
前
提
ε
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
し
て
、
塞
戦
の
獣
認
ε
親
る
も
不
當
で
は
な
い
。

　
次
に
『
八
九
九
年
に
、
第
一
團
ヘ
ー
グ
奉
和
禽
議
の
結
果
ε
し
て
成
立
し
π
寛
霞
中
に
「
輕
氣
球
上
よ
う
叉
は
之

に
類
似
ー
た
る
新
な
る
他
の
方
法
に
よ
り
投
射
物
及
び
爆
裂
物
を
投
下
す
る
」
こ
ξ
が
五
ケ
年
の
期
間
を
以
て
禁
止

せ
ら
れ
」
こ
の
宣
言
の
敷
力
は
、
一
九
〇
霊
年
九
月
四
日
を
以
て
漕
滅
し
、
一
九
〇
七
年
の
第
二
同
會
議
に
於
て
、
前

會
議
の
規
定
に
多
少
の
修
正
を
施
し
て
、
英
國
の
提
案
に
墓
き
第
三
同
の
奉
和
會
議
絡
了
の
時
ま
で
其
敷
力
が
延
長

せ
ら
れ
た
こ
ε
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
前
後
二
同
の
卒
和
會
議
を
通
じ
て
、
璽
戦
は
禁
止
せ
む
れ
な
か
つ
た
こ
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
し
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
明
か
で
、
た
臆
第
二
同
の
愈
議
に
於
て
「
無
防
守
の
都
市
、
村
落
．
住
宅
叉
は
建
物
は
、
如
何
な
る
手
段
に
よ
る

ち
　
し

も
之
を
攻
撃
叉
は
砲
撃
す
る
こ
ε
を
得
ず
」
即
ち
℃
理
ρ
潟
言
垢
糞
受
窪
ρ
琴
8
。
自
o
謬
な
る
文
句
を
播
入
し
て
、
上

遠
の
無
防
守
な
る
物
が
攻
撃
の
圓
的
物
だ
う
得
な
い
こ
ε
、
換
言
す
れ
ば
、
航
察
機
よ
ウ
も
攻
撃
し
得
な
い
こ
ε
が

明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
へ
聖
グ
卒
和
會
議
に
於
て
嫁
、
航
塞
機
を
職
孚
の
目
的
の
爲
に
使
用
す
る
≧
ε
は
黙
認

さ
れ
た
が
、
軍
に
特
定
の
交
職
方
法
に
使
用
す
る
こ
ε
の
み
が
禁
止
せ
ら
れ
彪
の
で
あ
る
。
こ
の
修
正
に
封
し
て
フ

ラ
ソ
ス
は
極
力
反
封
し
π
。
叉
日
、
濁
、
伊
、
露
及
び
ス
ペ
ィ
ソ
等
も
批
准
を
躊
躇
し
、
世
界
大
戦
の
交
戦
國
で
批

准
を
與
ぺ
な
か
つ
た
も
の
怯
、
プ
ル
ガ
リ
ャ
、
イ
タ
リ
r
．
セ
ル
ピ
ヤ
、
毫
ソ
ヲ
ネ
グ
賃
及
び
ト
ル
コ
で
、
塞
中
爆
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撃
を
禁
止
せ
ん
ε
す
る
≧
の
規
定
は
、
形
式
的
に
は
、
交
載
國
問
で
擁
，
去
ら
れ
る
蓮
命
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
（
2
5
）
。

　
其
後
一
九
輔
藁
年
マ
ド
リ
．
ド
に
開
か
れ
た
萬
國
國
際
法
學
會
の
會
議
に
於
て
は
．
墜
職
が
國
際
法
上
合
法
な
る
交

戦
手
段
ε
し
て
認
め
ら
る
べ
き
や
否
や
に
關
し
て
、
薬
々
し
い
論
戦
が
行
は
れ
た
。
こ
れ
は
、
當
時
に
於
て
航
室
機
の

婁
蓮
の
目
畳
し
き
も
の
が
あ
ウ
、
實
戦
に
慮
用
し
て
充
分
の
敷
果
を
牧
め
得
る
ヒ
ε
が
朋
か
ε
な
つ
た
こ
ε
に
も
其

原
因
の
一
が
在
る
ε
信
ず
る
。
尤
も
萬
國
々
際
法
學
會
で
、
え
の
問
題
が
論
議
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
二
年
の
會

議
に
始
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
哺
九
〇
〇
年
の
一
二
ー
シ
ャ
テ
〃
（
客
窪
訟
糞
鶏
）
の
會
議
以
楽
論
ぜ
ら
れ
、
議
事

日
程
k
も
上
さ
れ
、
7
†
ー
シ
警
ユ
、
昌
，
ス
等
の
知
名
の
國
際
法
學
者
が
健
闘
し
ね
が
、
會
議
に
於
て
何
等
成
果

を
牧
む
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。
マ
ド
リ
．
ド
の
會
議
に
於
て
は
、
當
時
の
知
名
の
國
際
法
學
者
を
綱
羅
し
て
ゐ
る
の
で
、

彼
等
の
所
論
に
封
し
て
一
瞥
を
輿
へ
る
必
要
が
あ
る
。

　
先
づ
察
法
に
關
す
る
穂
威
あ
る
學
者
ε
し
て
屡
々
專
門
的
意
見
を
登
表
し
て
ゐ
る
フ
ォ
，
シ
蓼
ユ
の
案
は
、
第
一
篇

に
於
て
は
、
季
時
の
室
法
即
ち
、
軍
用
機
、
標
識
、
國
旗
及
ぴ
國
家
の
濁
立
椹
の
承
認
を
前
提
ε
し
て
塞
域
の
自
由

及
び
公
海
上
の
飛
行
等
に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
編
に
於
て
は
戦
時
の
杢
法
、
即
ち
、
領
土
、
領
水
及
び
公
海
上
に
於

け
る
戦
闘
行
爲
に
關
し
て
論
じ
て
ゐ
る
。
彼
の
意
見
は
、
空
戦
は
嘲
般
的
に
之
を
認
む
べ
き
で
あ
る
が
、
中
立
國
の

梅
利
は
奪
重
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
ε
す
る
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
中
立
國
の
梅
利
を
害
せ
ざ
る
範
園
に
於
て
、

　
　
　
　
空
磯
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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空
戦
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罠
○

室
載
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
フ
ォ
ソ
ρ
バ
登
〃
（
く
9
国
畦
）
は
フ
ォ
U
シ
蓼
ユ
の
見
解
k
反
し
、
原
則
ミ
し
て
は
察
職
否
認
論
者
で
あ
る
。
次
に

彼
の
言
を
借
用
す
れ
ば
「
一
般
的
に
は
、
航
塞
機
、
即
ち
航
室
舶
及
び
飛
行
機
を
破
壊
或
は
載
闘
の
手
段
ε
し
て
使

用
す
る
≧
ε
は
禁
止
せ
ぢ
れ
る
し
ε
蓮
べ
て
、
航
塞
機
相
互
の
問
に
於
け
る
、
所
翻
圃
有
の
慧
味
に
於
け
る
室
中
戦

の
み
な
ら
ず
、
航
室
機
よ
う
爆
繋
を
行
ム
こ
ε
に
封
し
て
も
反
封
し
て
ぬ
る
。

　
ホ
7
ラ
ソ
ド
及
び
ク
呂
ス
ト
レ
奪
ク
は
英
國
を
代
表
す
る
當
時
の
著
名
な
國
際
法
簾
潜
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
民
は
、

室
載
の
否
認
論
者
で
あ
る
。
中
に
も
ホ
7
ラ
ソ
ド
は
、
航
塞
機
を
戦
孚
に
便
用
す
る
こ
ぜ
を
絶
封
に
否
認
せ
ん
ε
す

る
者
で
あ
る
。
彼
は
、
航
室
機
を
偵
察
．
懸
信
等
の
用
k
供
す
る
之
ピ
に
す
ら
反
封
す
る
の
で
あ
つ
て
、
あ
設
ウ
に
も

論
理
的
な
結
論
で
あ
る
。
シ
ェ
ス
ト
レ
7
ク
は
こ
れ
に
反
し
て
、
ラ
ブ
ラ
（
ピ
ぎ
箒
）
、
ア
ル
ベ
リ
ク
．
ロ
ー
ラ
ソ
（
》
一
漂
§

男
象
己
及
ぴ
．
ハ
ス
カ
グ
ー
フ
ィ
オ
7
レ
（
弓
翫
留
甚
盟
o
ま
）
氏
等
ε
共
に
、
通
信
の
傅
蓮
及
び
偵
察
等
の
爲
に
使
用

す
る
こ
ε
は
認
め
る
が
、
職
圃
に
使
用
す
る
≧
ε
は
否
認
す
る
。

　
ラ
プ
ラ
デ
〃
（
冨
層
＆
亀
o
）
の
見
解
は
稽
々
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
彼
は
察
載
を
二
個
に
分
つ
て
垂
直
職
、

即
ち
航
室
機
よ
う
地
上
或
は
水
上
に
向
つ
て
投
射
物
を
使
用
す
る
場
合
ε
、
水
黍
職
、
即
ち
航
塞
機
相
互
問
の
交
戦

ε
す
る
。
そ
し
て
後
者
、
即
ち
水
挙
戦
の
み
が
禁
止
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
ピ
主
張
す
る
。
共
理
由
は
、
水
卒
戦
の
方
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ヤ
　
ヤ

が
垂
直
載
よ
，
も
非
載
闘
員
に
ビ
つ
て
よ
り
危
瞼
で
あ
る
ピ
云
ふ
の
で
あ
る
。
≧
の
様
な
主
張
の
結
果
ε
し
て
、
ラ

プ
ラ
デ
ル
に
從
へ
ば
、
公
海
上
、
領
海
上
及
ぴ
領
土
上
に
於
け
る
≧
の
種
の
職
闘
は
総
て
の
交
職
者
に
封
し
て
禁
止

せ
ら
れ
る
之
定
に
な
る
。
然
し
大
多
歎
の
意
見
は
か
く
の
如
き
匠
別
を
認
あ
ず
、
噸
般
的
に
室
職
は
合
法
で
あ
る
巴

認
め
た
。
そ
れ
は
非
戦
闘
員
を
危
瞼
に
曝
す
Z
ε
無
く
し
て
は
航
室
機
を
戦
孚
の
用
に
供
す
る
を
得
な
い
ヒ
ε
、
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

び
に
航
空
機
は
海
載
に
於
け
る
潜
水
艦
及
び
水
雷
等
よ
り
は
よ
う
惨
酷
な
武
滞
で
あ
る
こ
ε
が
鐙
明
し
得
な
ψ
、
ε

の
前
提
に
墓
く
も
の
で
あ
る
。
典
結
果
ピ
し
て
、
本
學
會
は
、
次
の
様
な
決
議
を
し
だ
、
即
ち
「
塞
戦
は
李
和
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

人
民
の
生
命
及
び
財
産
k
、
陸
職
或
は
海
駿
よ
◎
も
よ
う
大
な
る
危
瞼
を
與
へ
ざ
る
こ
ε
を
條
件
定
し
て
、
認
め
ら

る
ζ
鵬
器
舞
O
器
篭
o
導
O
窃
悼
聴
堕
窮
雛
ρ
ヨ
鉱
肋
膨
ざ
0
9
象
酔
ご
着
審
焉
翼
㎝
嘆
曾
o
暮
窪
茗
娼
『
一
窃
需
読
9
旨
8
暑

げ
綿
嘆
o
導
竃
猛
ユ
o
ポ
℃
o
℃
鐸
一
跨
一
g
唱
蓉
嵩
ρ
器
3
覧
器
讐
9
旨
3
畠
5
鵯
話
ρ
器
ポ
騎
縄
R
㎏
o
富
雛
窃
讐
o
g
彗
程
嵩
ヨ
o
・

こ
の
決
議
は
充
分
論
理
的
で
あ
り
叉
合
理
的
で
も
あ
る
が
、
ガ
r
ナ
蓼
の
主
張
す
る
が
如
く
に
、
籐
う
に
一
般
的
で

叉
飴
歩
に
漠
然
た
る
も
の
で
あ
る
宣
の
誹
を
菟
れ
な
｝
で
あ
ら
う
（
％
）
。

　
以
上
の
外
に
大
載
前
に
於
て
は
、
な
ほ
三
個
の
注
目
す
べ
き
室
職
法
規
案
が
蓮
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
第
一
は
、
ド
警
グ
（
傷
、
＝
o
謁
ぎ
）
が
扁
九
一
二
年
の
著
一
）
、
魯
鼠
膏
一
・
に
於
て
述
べ
た
案
で
あ
る
。
彼
の
見
解
は

フ
ォ
蜜
シ
U
ユ
の
見
解
ε
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
だ
讐
根
本
的
根
蓮
鮎
ε
見
る
べ
き
も
の
は
、
フ
ォ
董
シ
U
ユ
の
航
室
自

　
　
　
　
塗
験
法
親
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
葡
二
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空
載
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

由
説
に
封
し
、
彼
は
塞
載
を
典
有
物
（
器
輪
8
導
ヨ
昌
三
ε
観
る
繍
で
あ
る
。
彼
は
勿
論
窪
戦
を
合
法
観
す
る
が
、
交

載
國
は
車
立
國
の
領
土
及
び
領
水
上
に
於
て
は
、
交
戦
す
る
こ
ε
は
禁
ぜ
ら
る
べ
冷
で
あ
る
、
．
ε
す
る
。
其
他
航
空

機
の
性
質
菱
更
、
中
立
國
人
の
航
盛
、
臨
槍
及
び
傘
捕
等
に
關
し
て
フ
才
登
シ
書
晶
ε
多
少
の
異
見
を
持
つ
。

　
第
二
は
、
ル
・
そ
ア
イ
ヌ
（
訂
竃
2
言
）
が
一
九
＝
二
年
k
冨
身
鼻
障
畦
轟
辞
鮒
碧
窪
3
詠
誉
彗
o
に
於
て

述
べ
ね
案
で
あ
る
。
彼
も
亦
窪
載
は
許
さ
る
べ
き
竜
の
ε
す
る
。
然
し
盛
職
に
封
し
て
は
陸
職
及
び
海
載
に
關
す
る

法
規
が
準
用
せ
ら
る
べ
し
ε
の
見
解
を
持
つ
て
ゐ
る
。

　
第
三
は
、
ス
ペ
ィ
ト
（
ω
聴
哩
菖
が
輔
九
一
四
年
に
其
著
》
ぎ
養
津
ぎ
類
鍵
に
於
て
明
か
に
し
た
案
で
あ
る
。
彼

の
案
は
フ
ォ
警
シ
ー
ユ
案
ε
酷
似
し
て
ゐ
る
、
即
ち
先
づ
軍
用
機
・
雰
軍
用
機
の
概
念
を
確
立
し
、
交
載
國
私
機
の
傘

捕
條
件
、
間
牒
行
爲
．
砲
盤
に
つ
い
て
は
、
海
戦
に
關
す
る
へ
ー
グ
規
定
の
趨
用
、
交
戦
國
軍
用
機
の
局
外
中
立
國

傾
域
へ
の
侵
入
禁
止
、
局
外
中
立
國
の
防
止
義
務
、
中
立
義
務
違
反
、
航
捲
機
に
よ
る
無
線
電
信
局
の
利
用
は
、
へ

，
グ
會
議
の
規
定
に
從
ふ
こ
ピ
、
雛
戦
に
於
け
る
ア
ソ
ガ
リ
ー
梅
（
｝
塁
塁
鵯
勢
。
）
の
適
用
、
其
他
に
關
し
て
蓮
べ
て

ゐ
る
（
2
7
）
。

　
世
界
大
載
前
、
即
ち
航
拳
機
の
實
際
的
活
動
が
鹸
φ
顯
著
で
な
く
、
況
し
て
操
縦
し
得
る
航
塞
機
を
實
載
の
用
に

使
用
す
る
こ
ε
の
経
験
は
極
め
て
淺
い
時
に
於
け
る
學
者
の
見
解
は
右
に
述
べ
π
如
く
で
、
賛
否
雨
論
に
岐
れ
て
は
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ゐ
る
が
、
塞
戦
の
繕
封
的
否
認
論
者
は
ホ
ー
ラ
γ
ド
教
授
位
の
も
の
で
あ
つ
て
、
其
他
は
一
定
の
制
限
を
附
し
て
航

塞
機
の
使
用
を
認
め
る
論
者
で
あ
る
。
き
て
、
大
載
後
に
於
て
、
大
載
の
輕
験
を
輝
た
後
に
於
け
る
各
國
著
名
の
法
學

者
、
主
ピ
し
て
國
際
法
學
者
の
こ
の
鮎
に
關
す
る
見
解
を
次
に
紹
介
し
て
．
最
後
に
私
見
を
附
加
し
た
い
ε
思
ふ
。

　
（
1
）
　
ヨ
セ
フ
ス
・
イ
．
タ
教
授
Q
8
0
嘗
誘
濤
富
オ
ラ
ソ
ダ
）
1
法
律
に
於
て
は
、
規
範
に
合
致
す
る
揚
合
に
吾

々
は
合
法
で
あ
る
ε
言
ふ
。
然
し
室
戦
の
合
法
性
如
何
の
問
題
に
關
し
て
は
、
法
規
を
登
見
す
る
こ
ε
が
困
難
な
の

で
あ
る
。
私
は
國
際
法
の
革
新
に
關
す
る
近
作
に
於
て
、
次
の
様
な
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。
即
ち
．
國
際
公
法
ε
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

法
、
李
時
法
ε
戦
時
法
ε
の
問
に
は
根
本
的
な
相
蓮
が
あ
る
、
ε
ψ
ふ
の
が
私
の
持
論
で
あ
る
。
耶
時
國
際
法
に
於

て
、
實
詮
規
定
を
触
ぐ
揚
合
に
は
、
吾
々
は
理
性
に
墓
く
規
則
を
登
見
し
得
る
。
こ
れ
に
反
し
．
駿
時
法
規
は
只
管

實
置
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
條
約
か
、
　
一
般
に
進
守
せ
ら
れ
る
國
際
慣
習
に
基
く
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
空

戦
の
問
題
に
關
し
て
は
、
．
丈
明
國
に
よ
つ
て
既
に
承
認
せ
ら
れ
た
形
式
的
規
定
も
な
け
れ
ぱ
、
丈
一
般
に
進
守
せ
ら

れ
る
國
際
慣
習
も
な
い
。
假
ウ
に
、
こ
の
問
題
を
軍
事
的
領
域
に
置
い
て
、
次
の
例
に
よ
つ
て
考
へ
て
見
よ
う
。
軍

隊
が
戦
時
に
於
て
、
爆
登
物
を
投
射
ず
る
こ
ピ
は
合
法
な
り
や
否
や
、
ε
い
ム
に
、
こ
れ
に
封
す
る
同
答
は
、
原
則

ε
し
て
、
確
立
せ
ら
れ
た
る
慣
脅
の
存
在
ε
い
ふ
事
實
に
よ
つ
て
、
肯
定
的
で
あ
る
べ
き
だ
ら
う
。
尤
も
國
民
の
法

律
的
本
能
よ
う
産
れ
、
か
2
貰
置
法
に
適
合
す
る
ピ
≧
ろ
の
輔
の
制
限
は
在
る
。
：
・
：
：
：
・
：
私
は
航
盛
機
ε
爆

　
　
　
　
空
識
法
葎
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
昌
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震
義
決
蝿
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

登
性
登
射
物
ε
の
閥
に
或
種
の
類
似
を
認
め
る
。
私
は
海
上
に
於
け
る
大
軍
艦
に
鮒
し
航
塞
機
を
使
用
す
る
こ
ε
を

非
難
し
得
る
ピ
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
軍
事
的
利
盆
が
鹸
多
に
大
な
る
が
故
で
あ
る
。
叉
大
要
塞
を
怪
物
の
如
き
大
砲

を
以
て
砲
撃
す
る
の
ε
、
こ
れ
を
航
寮
機
に
よ
つ
て
爆
撃
す
る
の
ε
の
閥
に
櫛
鰹
の
祁
違
を
竜
認
あ
得
な
い
（
器
）
。

　
（
2
）
ル
イ
ズ
・
ダ
・
キ
晶
ナ
ぴ
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ニ
博
士
（
ピ
9
蔚
驚
O
慧
一
窮
Φ
薯
畠
寄
窪
ス
ペ
イ
ソ
）
ー
一
九
一
四

垂
一
八
年
の
大
載
は
、
航
塞
機
の
使
用
は
、
陀
だ
に
合
法
な
る
の
み
な
ら
ず
、
載
醗
の
目
的
の
爲
に
は
繕
封
的
k
必

婆
で
あ
る
乙
ε
を
極
め
て
明
瞭
に
綬
明
し
ね
。
こ
の
必
要
性
が
航
塞
機
の
使
用
を
し
て
無
篠
件
に
合
法
な
ら
し
め
る

の
で
あ
る
（
凶
）
。

（
3
）
〃
イ
、
ぞ
フ
ヂ
ル
教
奨
ギ
9
ぎ
静
一
。
男
・
多
ラ
ソ
ス
）
ー
察
載
は
合
法
な
蚤
や
否
や
を
聞
ふ
前
k
、

其
前
提
ε
し
て
一
一
個
の
問
題
を
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
先
づ
第
一
に
、
職
醗
典
も
の
、
合
法
性
の
承
認
に
つ

い
て
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
は
蜜
際
に
於
て
は
．
少
な
く
ε
も
軸
定
の
事
情
の
下
k
於
け
る
國
際
法
上
の
解
決
方
法

な
の
で
あ
る
。
バ
リ
署
規
約
に
於
て
す
ら
も
、
一
定
の
戦
雫
は
不
法
ε
す
る
が
、
他
の
合
法
な
る
戦
雫
を
認
め
る
の

で
あ
る
o
第
二
k
は
、
戦
孚
は
法
律
及
び
人
遣
の
轟
の
総
て
を
完
全
に
破
壊
す
る
嘱
の
で
は
な
い
こ
ε
で
あ
る
。
着

し
然
ウ
蜜
す
れ
ば
、
交
載
手
段
の
合
法
・
非
合
法
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
；
：
：
：
：
若
し
戦
孚
法
規
が
存
在
せ
ず
、

叉
若
し
載
争
が
一
度
び
宣
言
せ
ら
れ
、
實
力
の
み
が
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
総
て
の
法
律
的
論
欝
、
人
濫
或
は
理
性
へ
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の
総
て
の
訴
へ
は
、
明
か
に
不
必
要
で
あ
る
。
：
・
：
：
・
3
こ
の
榛
な
前
提
よ
う
田
毅
し
て
、
笙
戦
に
適
用
せ
ら
れ
得

る
ピ
ヒ
ろ
の
解
決
は
ご
う
で
あ
る
？
　
塞
戦
は
完
全
に
禁
止
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
？
　
こ
れ
を
主
張
す
る
論
者

は
、
常
に
共
飢
用
よ
9
不
必
要
な
脅
威
を
奥
へ
る
鮎
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
ζ
の
飢
用
を
規
律
す
る
爲

に
、
輔
饅
幾
何
の
法
律
的
制
度
が
存
在
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
？
；
・
：
：
：
∴
九
舶
一
年
の
マ
ド
ソ
ト
の
會
議
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ご
ヤ

け
る
決
議
、
即
ち
「
室
戦
は
、
陸
戦
及
び
海
戦
よ
う
も
よ
ウ
大
な
る
危
瞼
を
辮
和
な
る
人
民
の
生
命
及
び
財
産
に
奥

へ
ざ
る
限
度
に
於
て
、
承
認
せ
ら
る
ら
ε
。
≧
れ
が
奨
の
解
決
で
あ
る
。
・
：
・
職
解
に
航
室
機
の
使
用
を
禁
止
す
る
ε

い
ム
こ
ビ
は
、
職
箏
共
も
の
を
禁
止
す
る
こ
ε
で
あ
る
。
航
室
機
は
、
必
要
映
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
交
職
手
段
ピ
な
る
2

で
に
畿
し
泥
の
で
あ
る
（
3
0
）
。

　
（
4
）
　
エ
ド
モ
ソ
ド
・
ビ
タ
，
ル
教
授
（
曽
β
o
＆
帽
捧
9
箆
ス
ヰ
ス
）
ー
察
職
ば
、
一
般
の
職
争
の
他
め
総
て
の

形
式
ε
同
檬
に
合
法
で
あ
る
。
盤
職
は
目
的
で
は
な
く
し
て
、
手
段
で
あ
る
か
ら
、
職
孚
に
航
空
機
を
使
用
す
る
の

は
合
法
な
う
や
否
や
、
ε
い
ム
問
題
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
竜
し
事
物
の
カ
に
よ
つ
て
、
吾
々
は
戦
孚
の
存
在
、
即

ち
國
際
紛
孚
の
暴
力
的
解
決
を
認
め
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
室
職
は
、
輔
國
が
相
手
國
に
封
し
て
用
ひ
得

る
手
段
で
あ
る
ε
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
総
て
の
登
明
、
総
て
の
科
學
の
進
歩
は
、
國
際
紛
箏
な
る
兵
器
廠
の
中
に

陳
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
蒸
氣
、
火
藥
、
電
氣
、
爆
畿
物
及
び
電
信
の
載
孚
は
既
に
存
在
し
陀
。
そ
れ
故
k
、
論
理
的

　
　
　
　
　
箆
義
法
劇
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
護
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聖
喩
法
規
序
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
六

に
は
室
戦
は
、
大
砲
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
や
、
自
動
車
や
電
話
が
昔
の
戦
醤
の
面
目
を
圃
新
し
た
ε
同
、
様
に
、
最
近
の

戦
孚
を
麓
形
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
：
：
3
合
法
ε
否
ε
k
拘
ら
ず
塞
載
は
實
准
す
る
。
そ
れ
を
規
律
す
る
の
が
法

律
家
の
任
務
で
あ
る
。
も
し
吾
々
の
法
律
的
構
成
が
屡
々
有
敷
且
つ
直
接
な
承
認
を
搬
慶
れ
る
様
な
こ
ピ
が
あ
れ
ぱ
、

そ
れ
は
國
際
遣
徳
旨
o
養
一
〇
鞠
暮
6
彗
鋒
o
蕃
ざ
な
る
最
高
法
典
及
び
人
闘
の
良
心
8
誘
鑑
窪
8
一
登
馨
鉱
ぎ
な
る
最
高

裁
鋼
所
の
確
立
に
寄
與
す
る
≧
ε
が
少
な
い
理
で
あ
る
（
別
）
。

　
（
5
）
　
ミ
ル
ザ
・
リ
ザ
・
力
登
ソ
●
ア
ル
フ
7
“
ア
ド
薮
ド
ヴ
レ
事
公
（
ギ
ぎ
8
寓
騨
塁
図
醐
鳶
因
置
昌
》
峠
塗
董
貰
学
ご
〇
二
9

ぺ
曜
シ
ヤ
）
ー
仲
裁
の
原
則
が
國
家
間
の
紛
雫
を
規
律
す
る
爲
に
承
認
せ
ら
れ
て
以
奈
は
、
総
て
の
載
雫
は
、
當
然

に
不
法
で
あ
ウ
、
旦
つ
吾
々
の
良
心
よ
ウ
罪
難
せ
ら
れ
る
。
室
駿
に
關
し
て
は
、
そ
れ
ば
箪
に
合
法
把
ら
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
極
め
て
野
墜
で
あ
卦
叉
惨
酷
で
あ
る
．
．
．
・
．
．
．
・
．
．
（
3
2
）
。

　
（
6
）
　
プ
リ
ユ
ー
ル
教
授
（
属
く
霧
き
討
頃
濠
霧
フ
ラ
ソ
ス
）
暑
塞
載
は
合
法
な
ウ
や
否
や
2
の
賀
問
に
封
し
て
は
、

明
か
に
肯
定
的
に
答
へ
る
。
普
遍
的
且
つ
絶
封
的
條
件
を
以
て
す
る
原
則
的
禁
止
は
、
も
ε
よ
ウ
絶
封
に
架
塞
的
で

あ
ウ
、
如
何
な
る
交
載
國
を
し
て
も
、
そ
れ
を
尊
重
せ
し
あ
る
≧
ビ
は
不
能
で
あ
る
。
戦
欝
が
可
能
で
あ
，
、
且
つ
或

揚
合
に
は
避
け
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
限
う
、
叉
戦
堺
は
防
禦
の
必
要
或
は
侵
轡
せ
ら
れ
た
る
自
國
の
利
盆
を
同
復
せ

庖
ε
す
る
≧
ε
が
動
機
ε
な
る
限
ウ
、
そ
れ
は
合
法
で
あ
ム
且
つ
道
徳
的
必
要
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
人
々
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は
、
何
故
に
航
塞
機
の
使
用
そ
の
も
の
が
、
敵
封
行
爲
を
載
勝
に
導
か
ん
ε
す
る
他
の
凡
て
の
方
法
の
如
く
に
許
さ

れ
な
ψ
か
の
理
由
の
登
見
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
：
・
：
：
：
・
驚
く
べ
き
惨
酷
さ
と
薦
駿
定
を
俘
ひ
、
國
際
法
に
よ
づ

て
認
め
ら
れ
、
國
家
の
普
癌
的
實
行
に
よ
つ
て
最
竜
人
道
的
且
つ
最
も
文
朋
的
で
あ
る
ε
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ε
の
ε
と

ろ
の
他
の
職
孚
の
方
法
ε
笙
職
ピ
の
間
に
は
、
何
等
の
本
質
的
な
相
蓮
を
も
認
あ
得
な
い
。
自
働
砲
（
響
8
幽
き
諺
）

や
機
關
銃
（
鎧
ε
－
一
鼻
鼠
幕
蕊
o
も
。
）
の
機
明
、
亘
大
な
口
径
を
有
す
る
大
砲
の
登
明
、
鐡
道
や
自
動
車
に
よ
る
軍
隊
の
輪

逡
等
は
、
戦
闘
行
爲
の
外
貌
に
薯
し
い
蓮
化
を
齎
し
た
。
然
し
何
人
か
こ
れ
鱗
に
野
し
て
罪
合
法
呼
ば
は
う
を
す
る

で
あ
ら
う
か
？
　
こ
れ
等
ε
航
岱
ε
は
全
然
同
一
な
順
序
に
置
か
れ
得
る
の
で
あ
る
（
聞
）
。

　
（
7
）
　
プ
ロ
チ
ェ
ス
チ
ウ
ス
キ
ー
教
授
（
一
国
o
駐
器
≦
野
ヲ
ラ
ソ
ス
）
ー
盤
職
の
合
法
性
に
關
す
る
問
題
が
論
議

せ
ら
れ
出
し
て
か
ら
既
に
二
十
年
以
上
に
な
る
。
輔
部
の
法
律
家
達
は
、
塞
職
の
暴
虐
性
、
恐
怖
、
室
職
に
ょ
つ
て

展
開
せ
ら
れ
る
危
瞼
等
が
、
只
に
職
闘
員
に
封
し
て
の
み
な
ら
ず
卒
和
な
る
一
般
人
民
に
及
ぷ
こ
ε
を
主
張
し
て
．

斯
る
交
職
方
法
の
禁
止
さ
る
べ
き
こ
ε
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
法
律
的
に
観
る
な
ら
ば
、
か
、
る
議
論
は
何
等
の

債
値
な
き
の
み
な
ら
ず
、
實
際
的
見
地
よ
ウ
す
る
も
、
こ
の
議
論
は
殆
ん
ご
盆
な
き
も
の
で
あ
る
。
塞
職
の
結
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

決
し
て
陸
載
及
び
海
戦
の
結
果
よ
ウ
も
、
よ
◎
恐
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
も
し
種
々
の
水
雷
や
長
距
離
砲
に
よ
つ

て
E
大
な
砲
暉
を
登
射
す
る
こ
ε
を
許
す
な
ら
ば
、
航
塞
機
を
禁
止
す
べ
き
何
等
の
理
由
も
無
ψ
の
で
あ
る
（
雛
）
。

　
　
　
　
畿
験
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昌
七
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鯉
喩
法
規
摩
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
（
8
）
　
ゴ
ナ
警
〃
教
授
（
男
窪
趣
象
彗
葉
（
一
フ
ラ
ン
ス
Y
ー
戦
孚
を
理
解
す
る
に
二
個
の
方
法
が
あ
る
。
英
一
は

ド
ィ
ッ
式
の
方
法
、
即
ち
、
職
孚
は
線
て
の
法
律
及
び
遣
徳
律
を
停
止
す
る
も
の
ε
樽
へ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
観

方
に
於
て
は
、
載
孚
法
規
に
關
す
る
明
示
的
な
條
約
ε
錐
も
、
國
家
は
最
高
の
梅
力
で
あ
蚕
、
最
高
の
法
で
あ
ウ
、

そ
し
て
そ
れ
等
を
適
用
す
べ
き
や
否
や
に
關
す
る
唯
一
の
裁
鋼
官
ビ
考
へ
る
限
ウ
、
何
鯵
の
債
値
を
も
有
し
な
い
。

此
揚
合
に
は
、
合
法
ε
謂
ふ
言
葉
は
無
意
味
で
あ
つ
て
、
こ
の
言
葉
の
持
ち
得
る
唯
圃
の
意
昧
は
、
國
家
の
利
盆
に

合
致
す
る
ε
い
ふ
意
味
だ
け
で
あ
る
。

　
其
二
は
、
ド
イ
ッ
人
を
除
く
國
際
法
寡
問
象
の
大
多
数
に
ε
つ
て
は
、
職
躰
は
避
け
得
ざ
る
實
力
に
よ
る
闘
雫
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
無
盆
な
る
惨
酷
、
殊
に
出
來
得
る
限
9
非
載
闘
員
の
生
命
及
び
幸
輔
に
脅
威
を
興
へ
る
が
如
き

こ
ビ
を
防
止
す
る
目
的
を
以
て
、
輔
定
数
の
法
規
の
設
定
を
要
求
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地
よ
り
す
る
な

ら
ば
、
塞
載
を
、
特
に
陸
載
或
は
海
載
よ
ウ
竜
非
合
法
な
砂
ε
主
張
す
る
こ
ε
は
、
恐
ら
く
園
難
で
あ
ら
う
。
何
ε
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
ぱ
、
塞
職
を
れ
自
身
が
、
必
然
的
に
．
他
の
二
種
の
戦
闘
方
法
よ
り
も
よ
り
惨
酷
冠
は
槻
へ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
茄
）
。

鴨
（
9
）
　
カ
ヴ
．
グ
リ
エ
リ
教
授
（
》
氏
磐
O
碧
お
浮
ニ
イ
タ
リ
ー
）
ー
人
道
的
な
精
紳
、
搏
愛
的
威
情
よ
り
し
て

窪
戦
の
合
法
性
を
否
定
す
る
こ
ε
は
人
々
の
完
全
に
自
由
な
こ
ε
で
あ
る
が
、
然
し
、
潜
し
人
々
が
實
際
を
槍
討
し
、

竜
し
國
際
法
が
國
家
の
協
岡
的
意
患
に
よ
つ
て
事
實
上
提
示
せ
ら
れ
た
規
則
の
塗
催
で
あ
る
ε
考
へ
る
な
ら
は
、
載



（523）

箏
に
當
つ
て
航
空
機
を
使
用
す
る
ヒ
ビ
に
封
し
、
何
等
法
律
的
防
止
方
法
が
無
い
こ
ε
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ε
反
封
に
、
條
約
、
諸
國
家
の
宣
書
、
彼
等
の
行
爲
は
．
極
め
て
明
瞭
に
、
こ
の
職
解
方
法
に
關
し
て
は
彼
等
は

至
く
自
由
な
り
だ
の
確
信
を
有
す
る
。
も
し
吾
々
が
有
盆
な
而
も
實
際
的
な
仕
講
を
爲
さ
ん
ε
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

墓
本
的
な
所
與
に
考
慮
を
梯
ム
必
饗
が
あ
る
（
鵠
）
。

　
（
m
）
　
ヵ
ウ
フ
マ
ソ
教
授
（
宅
簿
巴
ヨ
因
窪
3
聲
旨
ド
イ
ツ
）
1
「
墜
職
は
合
法
な
り
や
否
や
P
」
の
質
周
龍
封

し
、
世
界
の
現
歌
並
び
に
國
際
法
の
現
歌
に
於
て
は
、
不
幸
に
し
て
室
戦
は
縄
掛
的
に
非
合
法
な
ウ
ε
看
徴
れ
得
る

こ
ご
を
望
む
者
で
あ
る
。
但
し
、
領
海
を
含
む
交
載
國
の
上
室
及
び
公
海
の
上
塞
に
於
て
は
許
さ
る
べ
き
も
の
ε
考

へ
る
・
：
：
・
（
3
7
）
。

　
（
H
）
　
晶
ボ
ァ
イ
エ
教
授
（
2
3
受
3
フ
ラ
ソ
ス
）
ー
i
■
塞
戦
は
合
法
な
多
や
p
」
。
然
う
、
但
し
次
の
も
の
は
乙

れ
を
除
外
す
る
。
＠
衛
生
的
施
般
、
働
一
般
人
民
、
（
38
）
。

　
（
1
2
）
モ
ァ
イ
エ
教
授
（
置
毅
昆
国
o
岩
フ
ラ
ソ
ス
）
ー
戦
孚
の
形
式
の
合
法
性
如
何
を
論
ず
る
こ
ε
は
、
無

駄
の
檬
に
思
へ
る
。
更
に
適
切
に
言
へ
ば
、
そ
れ
は
職
孚
腰
棄
な
る
亘
大
な
問
題
の
一
面
に
過
ぎ
な
ψ
で
あ
ら
ふ
。

人
道
は
其
普
遍
性
よ
ウ
し
て
戦
禦
の
屡
止
を
要
求
す
る
。
然
し
ま
だ
、
そ
れ
が
實
現
せ
ら
れ
る
ほ
ご
聰
明
で
は
な

い
（
3
9
）
。

　
　
　
　
杢
験
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
九
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聖
厩
法
窺
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
（
弓
y
グ
レ
イ
氏
（
ρ
P
鯨
蔓
u
、
．
目
ε
｝
窪
o
覧
塁
o
、
、
の
著
者
、
英
國
）
1
「
塞
職
は
合
法
な
う
や
2
」
の
問

題
に
答
へ
る
≧
ピ
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
吾
々
は
論
理
上
、
次
の
如
き
三
段
論
法
に
よ
つ
て
こ
の
問
題
を
解
決
し

得
る
。
即
ち
、
戦
孚
は
生
物
學
的
な
要
求
で
あ
る
。
戦
争
は
生
物
學
的
要
塞
で
あ
る
か
ら
、
総
て
の
形
式
の
載
箏
は

合
法
で
あ
る
。
そ
れ
故
盆
、
も
し
職
孚
が
合
法
な
ら
ば
、
室
載
は
必
然
に
合
法
で
あ
る
（
脚
）
。

　
（
叫
）
　
ノ
イ
メ
イ
ァ
讐
教
授
（
因
畦
一
諸
窪
臼
蔓
窪
ド
イ
ツ
）
ー
ー
室
職
は
許
さ
れ
だ
る
領
域
内
に
於
て
、
許
さ
れ
た

る
目
的
に
封
し
、
許
さ
れ
詫
る
方
法
を
以
て
行
は
れ
る
ピ
き
は
、
現
行
國
際
法
に
よ
つ
て
許
さ
れ
て
⑳
る
（
皿
）
。

　
（
ら
）
　
デ
・
ル
マ
テ
ル
敏
授
（
U
o
ぎ
旨
巽
オ
ラ
ン
グ
）
ー
i
塞
戦
が
實
鐙
國
際
法
の
重
要
な
る
｝
部
ε
考
へ
ら
れ

る
限
多
、
國
際
條
約
や
一
般
償
脅
に
よ
つ
て
明
示
的
に
禁
止
せ
ら
れ
ざ
る
合
法
的
な
交
職
方
法
或
は
其
他
の
方
法
を

否
定
す
る
こ
ピ
は
不
能
で
あ
る
。
其
結
果
ε
し
て
、
地
球
表
面
下
に
活
動
す
る
潜
水
艦
が
禁
止
せ
ら
れ
ざ
る
限
ウ
、

地
球
表
面
上
に
活
躍
す
る
航
室
機
を
嘲
般
的
に
防
止
す
る
方
法
は
存
し
な
い
（
娼
）
。

　
（
16
）
　
ハ
ソ
ス
・
シ
昌
ペ
ル
〃
教
授
（
国
騨
読
ω
究
ニ
オ
奮
ス
ト
リ
ヤ
）
1
－
窓
職
は
、
現
行
國
際
法
の
見
地
よ
ウ
観

る
ε
き
は
、
原
則
ε
し
て
合
法
な
る
≧
ε
は
一
鮎
の
疑
み
鹸
地
も
な
い
。
盛
駿
に
野
す
る
制
限
は
、
國
際
會
議
殊
に

へ
，
グ
會
議
に
よ
つ
て
設
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
も
ピ
よ
う
非
常
に
不
完
歪
な
も
の
で
あ
る
（
8
。

　
（
咳
）
　
ホ
プ
ザ
教
授
（
｝
旨
O
ぎ
O
謁
O
び
鑓
チ
エ
ヅ
コ
ー
●
ス
ロ
U
ヴ
ァ
キ
ヤ
）
1
－
1
覗
行
國
際
法
に
よ
れ
ば
、
事
實
上
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の
手
段
に
し
て
法
律
上
の
手
段
に
非
ず
、
叉
野
墜
の
残
存
物
ざ
考
へ
ら
れ
る
ε
こ
ろ
の
戦
躰
は
、
國
際
聯
盟
規
約
に

ょ
つ
て
す
ら
も
合
法
で
あ
る
。
職
争
は
、
地
上
、
海
上
及
ぴ
室
中
k
於
て
駿
生
す
る
。
逡
徳
的
見
地
よ
う
す
る
な
あ

ぱ
．
陸
戦
、
海
戦
及
び
塞
戦
の
間
に
、
何
等
本
質
的
な
相
違
を
認
め
得
な
い
。
從
つ
て
結
論
ε
し
て
は
、
戦
孚
英
も

の
が
合
法
で
あ
る
限
，
、
室
職
竜
亦
合
法
な
り
ε
考
へ
る
こ
ビ
を
要
す
る
。
こ
の
灌
へ
方
は
、
先
づ
戦
孚
に
於
て
航

塞
機
の
使
用
を
禁
止
せ
ざ
る
實
燈
國
際
法
に
墓
く
竜
の
で
あ
る
…
：
：
・
（
彊
）
。

　
（
侶
）
　
ガ
ー
ナ
，
教
授
（
冒
旨
畠
箋
。
O
霧
昌
窪
ア
メ
リ
カ
）
1
「
塞
職
は
合
法
な
ウ
や
？
」
非
職
闘
員
及
び
私
人

の
財
産
保
護
ε
い
憐
制
限
ε
條
件
の
下
に
於
て
、
私
の
答
へ
は
イ
ェ
ー
ス
で
あ
る
。
私
の
意
見
に
ょ
れ
ぽ
、
國
家
は

未
だ
嘗
て
兵
器
ピ
し
て
の
航
塞
機
の
使
用
を
否
定
し
控
≧
ピ
が
な
い
事
實
を
信
ず
る
こ
ε
は
無
用
で
あ
る
が
、
然
し

將
來
の
職
孚
を
野
璽
に
堕
せ
し
め
る
≧
ピ
を
防
止
し
、
且
つ
丈
明
國
民
の
人
問
的
戚
情
よ
ウ
葬
難
せ
ら
る
べ
き
恐
怖

か
ら
、
一
般
人
民
及
び
私
有
財
産
の
保
護
を
確
保
す
る
爲
に
、
航
塞
機
の
使
用
を
規
律
し
、
制
限
す
る
こ
ε
は
必
宴

で
あ
る
（
45
）
。

　
（
珍
）
　
グ
ラ
フ
ト
ソ
H
ウ
イ
ル
ン
ソ
教
授
（
0
8
茜
o
O
『
騨
ぎ
マ
ゑ
誇
9
ア
メ
リ
カ
）
ー
塞
戦
は
合
法
な
う
や
？

の
問
に
封
す
る
同
答
は
極
め
て
簡
翠
で
あ
る
。
戦
雫
其
も
の
が
世
界
各
國
の
認
む
る
如
く
k
正
當
覗
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ぱ
、
他
の
方
法
k
よ
つ
て
行
は
れ
る
戦
圃
行
爲
を
認
め
る
だ
同
哺
な
原
則
に
支
配
せ
ら
れ
る
ε
ご
ろ
の
室

　
　
　
　
空
域
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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杢
蔑
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
二

載
は
、
矢
張
◎
正
當
で
あ
る
。
こ
の
験
態
は
、
載
孚
法
規
艦
關
す
る
最
近
の
會
議
が
探
用
し
た
決
議
を
反
映
す
る
も

の
、
如
く
で
あ
る
（
魏
）
。

　
（
即
）
　
ヂ
ー
デ
ル
教
授
（
O
ま
。
論
9
・
箆
フ
ラ
γ
ス
）
ー
ー
載
雫
の
新
方
法
が
駿
見
せ
ら
れ
た
ε
き
に
は
、
何
時

で
も
二
重
の
現
象
が
生
ず
る
。
輔
は
、
新
方
法
の
腰
棄
を
主
張
す
る
論
者
で
あ
ウ
、
他
は
新
方
法
の
自
由
な
る
適
用

を
爲
さ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
o
ヒ
の
爾
詮
の
極
端
論
者
は
決
し
て
勝
を
制
し
た
こ
ε
は
な
い
。
充
分
な
る
憂
動
を

経
た
後
に
於
て
均
衡
が
保
た
れ
る
。
職
孚
の
新
方
法
は
人
問
肚
會
に
於
て
、
彼
讐
み
問
に
起
る
孚
闘
に
使
用
せ
ら
舳

る
殺
裁
方
法
が
絶
え
ず
増
加
し
て
兵
器
廠
に
入
る
の
櫨
利
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
常
に
、
破
壊
途
行
手
段

ε
し
て
≧
れ
等
の
衡
用
に
制
限
を
課
す
る
代
り
に
、
兵
器
廠
へ
の
入
場
許
可
が
宣
書
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
：
：
・

塞
載
は
現
存
す
る
。
航
室
機
は
職
孚
方
法
ε
し
で
、
其
途
行
の
爲
に
、
大
砲
の
射
盤
を
正
確
な
ら
し
む
る
爲
に
、
定

着
的
叉
は
可
動
的
な
る
目
的
物
に
封
す
る
自
主
的
行
動
の
爲
に
、
英
有
敷
性
を
臨
に
謹
明
し
た
の
で
あ
る
（
聾
）
。

　
（
2
1
）
　
私
見
！
以
上
に
於
て
、
窪
職
の
合
法
な
り
や
否
や
に
關
す
る
意
見
を
、
賭
國
の
國
際
法
學
者
を
申
心
ε

し
て
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
論
ε
し
て
吾
々
の
得
る
ピ
≧
ろ
の
も
の
は
、
大
職
後
の
各
國
國
際
法
學
者
の

意
見
は
、
殆
ん
ご
全
部
が
室
職
の
合
法
な
る
こ
ε
を
認
め
る
こ
ε
で
あ
る
。

　
吾
々
が
≧
の
周
題
を
論
ず
る
に
雷
つ
て
、
第
一
に
注
意
す
べ
き
こ
ε
は
、
合
法
性
如
何
の
問
題
は
謂
ム
迄
も
な
く
、
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純
然
た
る
法
律
學
上
の
問
題
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
、
こ
の
問
題
に
封
す
る
遣
徳
的
、
或
は
宗
教
的
叉
は
人
道
的
見
鰐

等
よ
う
は
裁
然
ε
分
離
し
て
考
察
す
る
を
要
す
る
こ
ε
で
あ
る
（
4
8
）
。
　
然
る
に
、
既
魎
の
諸
家
の
慧
見
中
に
往
々
≧

の
鮎
を
混
同
す
る
學
者
の
あ
る
≧
ε
は
遺
械
で
あ
つ
て
、
殊
に
峯
戦
否
認
論
は
、
法
穣
的
見
解
ε
道
義
的
見
解
或
は

宗
教
的
見
解
の
如
き
も
の
を
混
同
す
る
者
が
多
い
。

　
現
在
國
際
法
上
に
て
戦
孚
の
存
在
が
承
認
せ
ら
れ
、
而
も
戦
孚
は
其
登
生
理
由
如
何
を
問
は
ず
、
交
戦
國
が
自
國

の
全
力
を
學
げ
て
相
手
國
を
塀
伏
せ
し
め
る
こ
ε
を
唯
一
の
目
的
ε
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
若
し
敵
國
を
屈
伏
せ
し

め
る
こ
ピ
に
失
敗
せ
ん
か
、
自
國
は
共
存
立
を
す
ら
危
く
せ
ら
れ
る
か
も
圖
む
難
ψ
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
一
度
駿

孚
が
開
始
せ
ら
る
・
や
、
敵
國
を
煽
服
せ
し
む
る
に
最
も
有
敷
な
る
方
法
が
講
ぜ
ら
る
、
≧
ピ
は
想
像
す
る
に
難
く

な
い
。
≧
の
故
に
、
筍
く
も
國
際
條
約
或
は
國
際
慣
習
法
に
よ
う
明
瞭
に
禁
止
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
凡
て
の
手
段
を
以

て
敵
國
ε
交
戦
し
得
る
竜
の
で
あ
る
ピ
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
紬
に
關
す
る
既
述
の
イ
．
タ
教
授
の
見
解
は
正

當
で
あ
る
。
翻
つ
て
室
戦
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
國
際
法
規
が
存
在
す
る
や
否
や
ε
い
ふ
に
、
室
戦
の
あ
る
種
の
方

法
の
禁
止
（
例
へ
ば
へ
U
グ
季
和
會
議
の
規
定
の
如
き
）
は
存
在
す
る
が
、
生
職
其
竜
の
を
禁
止
す
る
旨
の
國
際
法
規

は
存
在
し
な
い
故
に
．
塞
戦
は
現
行
國
際
法
に
よ
つ
て
は
獣
認
せ
ら
れ
た
も
の
ε
解
す
る
か
、
或
は
少
な
く
冠
も
現

行
國
際
法
の
放
任
せ
る
も
の
で
あ
る
ε
解
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
元
來
合
法
ε
は
、
こ
れ
を
狭
義
に
解
す
れ
ば
、
言
ふ

　
　
　
　
聖
職
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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空
厩
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

ま
で
も
な
く
．
法
の
規
定
す
る
條
件
に
合
致
す
る
こ
ε
で
あ
る
。
從
つ
て
、
塩
職
の
認
否
に
つ
き
何
等
の
規
定
な
き

現
行
國
際
法
規
に
、
空
戦
が
合
致
す
る
や
否
や
、
即
ち
塞
載
は
合
法
な
う
や
否
や
は
、
合
法
の
意
昧
を
狡
義
に
解
す

れ
ぱ
、
少
な
く
ピ
も
理
論
上
に
於
て
は
不
欝
の
観
が
あ
る
。
合
法
な
る
言
葉
は
廣
義
に
使
規
せ
ら
れ
る
こ
ε
が
あ
る
。

廣
義
に
於
け
る
合
法
ε
は
、
法
に
よ
つ
て
課
せ
ら
れ
た
義
務
に
蓮
反
し
な
い
こ
宵
で
あ
る
。
即
ち
法
の
命
ず
る
ε
こ

ろ
．
或
は
法
の
禁
止
す
る
ピ
こ
ろ
に
蓮
反
せ
ざ
る
も
の
を
合
法
ピ
稻
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
交
戦
法
規
の
實
際
に
つ

い
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
禁
止
せ
ら
れ
陀
交
戦
手
段
を
行
ふ
揚
合
は
、
勿
論
不
法
で
あ
る
が
、
國
際
法
に
よ
う
明
示
的

に
禁
止
せ
ら
れ
或
は
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
、
即
ち
國
際
法
の
放
任
せ
る
も
の
は
、
合
法
の
意
味
を
廣
義
に
解
す
る

な
ら
ぱ
、
合
法
の
観
念
中
に
包
含
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
、
≧
の
意
味
に
於
て
、
「
墜
載
は
合
法
な
う
」

ε
云
ム
も
誤
り
で
は
な
い
。

　
更
に
こ
れ
を
實
際
的
見
地
よ
り
す
る
も
、
世
界
大
載
中
に
於
て
は
交
職
國
が
盛
沌
に
航
塞
機
を
使
用
し
た
≧
ε
は

顯
著
な
事
實
で
あ
る
が
、
各
國
は
航
璽
機
使
用
に
封
し
て
國
際
法
違
反
な
ウ
ε
の
非
難
は
與
へ
な
か
つ
た
。
大
戦
中

各
國
が
相
互
に
非
難
し
た
こ
冠
は
、
主
ε
し
て
、
陸
職
の
法
規
慣
例
に
關
す
る
ヘ
ー
グ
條
約
第
二
五
條
の
規
定
を
中
心

ε
す
る
竜
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
麟
實
を
以
て
し
て
も
、
載
孚
に
航
塞
機
を
使
用
す
る
こ
ε
は
、
違
法
ε
認
め
ら
れ
ず
、

π
暫
、
或
種
の
使
用
方
法
の
み
が
蓮
法
ピ
せ
ら
れ
た
≧
ビ
は
明
か
で
あ
る
。
更
に
瀕
つ
て
、
操
縦
し
得
る
航
空
機
が
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最
初
k
戦
雫
に
使
用
せ
ら
れ
た
ε
き
、
即
ち
一
九
二
－
一
二
年
の
伊
士
職
孚
に
於
て
、
イ
タ
リ
7
軍
渉
蓮
信
、
偵

察
、
爆
撃
等
k
飛
行
機
を
使
用
し
た
際
に
、
ト
ル
コ
政
府
は
イ
タ
リ
，
に
封
し
て
抗
議
し
ね
が
、
其
抗
議
た
る
や
、

航
塞
機
の
使
用
に
封
す
る
抗
議
で
は
な
く
て
、
無
防
守
の
都
市
、
村
落
、
病
院
、
非
戦
闘
員
等
に
野
し
て
爆
撃
を
加

へ
た
ピ
の
理
由
に
墓
く
も
の
で
あ
つ
た
（
4
9
）
。
　
こ
れ
等
の
事
實
を
以
て
し
て
も
、
窪
職
は
輔
定
の
制
限
の
下
に
於
て

合
法
で
あ
る
こ
ピ
が
、
國
際
慣
脅
法
ε
し
て
確
立
せ
ら
れ
た
ε
観
る
の
は
荷
早
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く

ε
も
、
國
際
法
上
明
確
な
る
禁
止
の
成
立
せ
ざ
る
限
9
、
載
弟
k
於
て
航
空
機
の
使
用
を
禁
止
し
得
な
い
こ
ε
は
疑

ひ
の
鹸
地
は
な
馳
。

　
法
理
論
に
よ
る
結
論
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
叉
一
方
に
於
て
、
兵
器
ε
し
て
の
航
塞
機
の
威
力
を
解
す
る
者

は
、
少
な
く
ε
も
現
行
國
際
法
の
下
に
於
て
、
戦
時
に
於
け
る
航
塞
機
使
用
禁
止
論
は
、
ス
ペ
イ
ト
教
授
の
切
言
し

て
ね
る
如
く
「
こ
の
位
美
し
い
夢
は
な
ψ
」
こ
ε
を
自
畳
し
な
い
わ
け
に
行
か
澱
で
あ
ら
う
（
切
）
。
然
し
、
吾
々
が
立

法
論
を
唱
へ
る
な
ら
ぽ
、
其
結
論
は
自
ら
別
で
あ
る
。

　
　
翁
）
　
国
．
憎
o
罵
℃
■
島
仲
葬
げ
繋
g
ザ
尉
継
O
醇
ゆ
幹
9

　
　
露
）
　
會
議
の
経
過
に
關
し
て
ほ
、
国
ヨ
婁
ド
O
ヨ
o
き
♂
ピ
p
切
需
o
包
σ
8
急
轡
睾
8
8
『
鼠
き
一
宵
却
マ
鴇
も。
2
巽
麟
く
乙
題
器
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♂
弓
ぼ
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蟄
堕
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署
0
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這
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目
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昌
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＄
｝
S
悔
8
・

　
　
盆
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》
男
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一
旦
ド
o
年
o
剛
齢
ヨ
鼠
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箪
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身
閂
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φ
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昌
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・
直
8
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ヨ
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ゆ
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盆
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＝
一
〇
一
麟
讐
窪
ρ

　
　
　
　
　
空
験
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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